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１ 評価の考え方 

千歳市公立大学法人評価委員会は、地方独立行政法人法第７８条の２の規定により、公

立大学法人公立千歳科学技術大学の令和２年度の業務実績について、「公立大学法人公立

千歳科学技術大学の業務実績評価方針」及び「公立大学法人公立千歳科学技術大学の年度

評価実施要領」に基づき、以下のとおり評価を行った。 

 

（１） 基本方針 

ア 評価は、大学における教育研究の特性に配慮して行うものとする。 

イ 評価は、法人の自己点検・評価に基づいて行うことを基本とする。 

ウ 評価は、書面調査、ヒアリング及び現地視察を通じて行うものとする。 

エ 評価は、中期目標の達成に向けた中期計画又は年度計画の実施状況を確認する

観点から行うものとする。 

オ 法人運営の継続的な改善・質的向上に資する評価を行う。 

 

（２） 評価方法 

 法人より提出された、当該事業年度における業務の実績及び自己点検・評価を内容

とする業務実績報告書及び法人へのヒアリングにより、業務の進捗状況について調

査・分析を行い、その結果を踏まえ、「項目別評価」及び「全体評価」により評価を

行った。 

 

ア 項目別評価  

項目別評価は次の区分により行った。 

評価 定義 判断の目安 

Ｓ 

中期計画の達成に向け特筆すべ

き進捗状況である。 

小項目別評価及び指標評価がすべて

Ａ又はＢであり、かつ、業務の進捗状

況や業務実績の内容に特筆すべき進

捗や取組があると評価委員会が特に

認める場合 

Ａ 
中期計画の達成に向け順調に進

捗している。 

小項目別評価及び指標評価：すべて

Ａ又はＢ  

Ｂ 
中期計画の達成に向けおおむね

順調に進捗している。 

小項目別評価及び指標評価のＡ又は

Ｂの割合：それぞれ９割以上 

Ｃ 
中期計画の達成のためには進捗

がやや遅れている。 

小項目別評価又は指標評価のＡ又は

Ｂの割合：９割未満 
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Ｄ 

中期計画の達成のためには進捗

が著しく遅れており、重大な改善

事項がある。 

中期計画の達成のためには重大な改

善事項があると、評価委員会が特に

認める場合 

 

イ 全体評価  

項目別評価の結果を踏まえ、当該事業年度における業務実績の全体について、次

の５段階により評価するとともに、当該事業年度における業務実績の全体につい

て、記述式により総合的な評価を行った。 

評価 定義 

Ｓ 中期計画の達成に向け特筆すべき進捗状況である。 

Ａ 中期計画の達成に向け順調に進捗している 

Ｂ 中期計画の達成に向けおおむね順調に進捗している。 

Ｃ 中期計画の達成のためには進捗が遅れている。 

Ｄ 
中期計画の達成のためには進捗が著しく遅れており、重大な改善事項が

ある。 

 

２ 評価期間 

次の事業年度における業務の実績について、評価を行った。 

  令和２年度（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで） 
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３ 全体評価 

（１） 評価結果 

評価 定義 

Ｂ 中期計画の達成に向けおおむね順調に進捗している。 

 

（２） 総評 

 公立大学法人公立千歳科学技術大学（以下「法人」という。）から評価委員会に提

出された「令和２年度業務実績報告書」の確認及びヒアリングを行い、当該年度にお

ける中期計画の実施状況について評価を行ったところ、評価委員会においてＡ評価

（中期計画の達成に向け順調に進捗している）を妥当とする項目は７項目中５項目

（約７１％）、Ｂ評価（中期計画の達成に向けおおむね順調に進捗している）が７項

目中２項目（約２９％）となった。項目別評価の結果を踏まえ、中期計画全体の進捗

状況の評価としては、Ｂ評価（中期計画の達成に向けおおむね順調に進捗している。）

を妥当と判断した。 

 なお、評価方針において「評価は、書面調査、ヒアリング及び現地視察を通じて行

う」ことを定めているが、今年度の評価については、新型コロナウイルス感染拡大防

止の観点から現地視察を行っていない。 

 

法人の中期目標における基本的な目標は①人材育成と②地域貢献である。①人材

育成については、「数理情報系スキルを修得し、かつ理工学の知識と実践的な技術を

身に付けた人材の育成」という目標達成に向けた新カリキュラムの検討及び令和３

年度導入の決定や、学生の課題解決能力の向上が図られる「地域課題プロジェクト」

の実施など、広く社会で活躍できる人材の育成のための取組を行っている。②地域貢

献については、公開講座や地域連携センターにおける市民相談の受付に WEB を活

用するなど、新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防の観点から様々な活動が制

限される中にあっても、工夫をしながら計画に沿った取組を進めている。 

 

令和２年度は、公立大学法人として２年目となる事業年度であり、初年度に明確に

なった課題等を踏まえ、目標達成に向け一層まい進することが期待される一年であ

った。 

令和元年（２０１９年）末から世界的に流行し、未だに猛威を振るっている新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、感染予防のため対面での授業が困難となるなど、

想定外の事態への対応が求められる中にあって、人材育成の基盤となる教育を WEB

を活用して確実に行い、また、地域貢献についても取り組んだことは評価できる。 
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最も重要な目標の一つである入学定員の確保については、学部及び大学院共に目

標値である１００％を満たしている。収容定員充足率１００％という目標について

は、学部１１４．０％、大学院９３．９％となっている。大学院の収容定員充足率は

目標値に達していないが、昨年度の充足率７１．４％から上昇しており、目標達成に

向け順調に推移していると認められる。 

近年の受験者の国公立大学志向、授業料の軽減など、大学の公立化による受験者数

の増加に加え、令和３年度（２０２１年度）入試については、新型コロナウイルス感

染症が受験者の国公立大学志向に拍車をかけ、また、地元志向に大きな影響を与えた

と考えられる。１８歳人口、受験者人口は年々減少していくことから、この機をチャ

ンスと捉え、多くの受験生に選ばれる公立大学であるための弛まぬ努力を続けてい

くことが望まれる。 

 

法人の運営に当たっては、研究活動を活発に行うための外部資金の獲得に取り組

んでいる。専門教育担当教員の科学研究費助成事業の応募申請率が令和元年度５

０％に対し令和２年度６５．５％に上昇、受託研究・共同研究の実績が令和元年度１

２件に対し令和２年度２０件と増加していることは、自己収入の確保による財務内

容の改善のみならず、大学の研究力の向上という点からも評価できる。 

 

また、公立大学として「最小の経費で最大の効果を挙げる」ことを念頭に経費節減

にも取り組んでおり、教職員全員に予算資料を配布し、予算の仕組みについて説明を

行うなど、組織全体のコスト意識の醸成に努め、コピー機のリース契約の見直し、電

気契約の複数年化の決定など、具体的な結果にもつなげていることは評価できる。 

 

なお、業務実績報告書の記載方法についてであるが、業務実績報告書は、評価の際

にベースとなるものであり、また、法人の取組を市民を含め広く周知するためのもの

でもあることから、その作成に当たっては、具体的な取組内容が分かるような記述に

努めていただきたい。 

また、指標は中期計画の進捗状況を測るものであるが、「３ 地域社会等との連携・

協力に関する目標」の指標（３）－１「コンテンツ作成の改修件数を１，５００件以

上とする」の実績値にその他の改修件数が含まれている。定量的な指標については、

中期計画で定めた指標に係る数値を掲載し、その変遷が分かるようにしていただき

たい。 

 

現在、大学は公立大学としての完成年度（公立化後最初に入学した学生が卒業する

年度）までの折り返し地点にあり、過渡期にあると言える。 

公立化により全国から集まった優秀な若者の能力を伸ばし、「次代の日本を担う自
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立心と人間力に満ちた社会人を育成し、優れた技術者を世に輩出する」ことは、法人

の中期目標に掲げた目的であり、その達成には、教員の教育力が重要である。今後も、

公立化により安定した財政基盤のもと、継続して人材育成に注力するとともに、教員

各位が積極的に外部資金を獲得し、各自の研究成果を高めていくことを期待する。 

公立化により、法人は地域に根ざした様々な活動を行っており、市民が大学を身近

に感じるのは、学生のまちなかでの活動や、大学の地域貢献活動である。令和２年度

は新型コロナウイルス感染症の影響により、地域貢献活動が大きな制約を受けたに

もかかわらず、地域連携センターには、地域から市民相談や技術的相談などがコンス

タントに寄せられており、これは市民の中における大学の認知度、信頼度の現れであ

ると思われる。 

大学が千歳市の知の拠点として、これからも市民の期待に応え、将来にわたり地域

と共生し、産業経済の発展に寄与するという目標に着実に歩を進められることを期

待して、全体評価の総括とする。 

 

 

項目別評価結果 

評価 
 
項目名 

Ｓ 
特筆すべ
き進捗状

況 

Ａ 
順調 

Ｂ 
おおむね 

順調 

Ｃ 
やや 

遅れてい
る 

Ｄ 
重大な改
善事項あ

り 

教育研究等の質の向上  ○    

地域社会等との連携・協力   ○   

国際交流  ○    

業務運営の改善及び効率化  ○    

財務内容の改善   ○   

自己点検、評価及び情報公開  ○    

その他業務運営  ○    
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４ 項目別評価 

「２ 教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置」 

 

■評価結果 

評価 定義 
【判断の目安】 

Ａ 
中期計画の達成に向け順調に進捗している。 

【小項目別評価及び指標評価：すべてＡ又はＢ】 

  

■小項目別評価結果 

  （単位：件（割合）） 

評価 
Ａ 

上回る 
Ｂ 

計画どおり 
Ｃ 

やや遅れ/不十分 
Ｄ 

下回る/未実施 

項目 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 

評価結果 0 4(40%) 38(100%) 6(60%) 0 0 0 0 

※参考 

法人評価 
0 4(40%) 38(100%) 6(60%) 0 0 0 0 

※割合は小項目と指標それぞれで算出 

 

 

 

■評価理由 

指標のうち４項目についてはＡ評価（年度計画を上回って実施している）、すべての

小項目及び指標のうち６項目についてはＢ評価（年度計画を計画どおりに実施してい

る）が妥当であり、中期計画の達成に向け順調に進捗していると認められる。 
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■特記すべき事項 

・入学定員の確保については、学部及び大学院共に目標値である１００％を満たしてい

る。収容定員充足率１００％という目標については、学部１１４．０％、大学院９３．

９％となっている。大学院の収容定員充足率は目標値に達していないが、昨年度の充

足率７１．４％から上昇していることは評価できる。 

・卒業生の公立千歳科学技術大学大学院への進学率が、令和元年度の１８人 

（１１．０％）から、２４人（１３．６％）に上昇していることは評価できる。 

・共同研究・受託研究の実績が令和元年度１２件に対し、令和２年度２０件と増加して

いることは、大学の研究力の向上に寄与するものであり評価できる。 

・令和元年度卒業生の就職先に対する在籍状況調査を実施するなど、就職のミスマッチ

を防ぐ取組を行っていることは評価できる。 

・令和２年度はコロナ禍での就職活動となったが、就職希望者１４８人中１４５人が就

職しており、９８％の高い就職率を維持したことは評価できる。今後も学生に寄り添

った就職支援を行い、世に有為な若者を輩出することを期待したい。 

 

■今後期待される事項 

・外部資金獲得のための取組を今後も積極的に行い、大学における研究力の向上に努め

ていただきたい。 
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「３ 地域社会等との連携・協力に関する目標を達成するための措置」 

 

■評価結果 

評価 
定義 

【判断の目安】 

Ｂ 

中期計画の達成に向けおおむね順調に進捗している。 

【小項目別評価及び指標評価のＡ又はＢの割合：それぞれ９割以

上】 

 

■小項目別評価結果 

（単位：件（割合）） 

評価 
Ａ 

上回る 
Ｂ 

計画どおり 
Ｃ 

やや遅れ/不十分 
Ｄ 

下回る/未実施 

項目 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 

評価結果 0 8(80%) 15(100%) 1(10%) 0 1(10%) 0 0 

※参考 

法人評価 
0 8(80%) 15(100%) 1(10%) 0 1(10%) 0 0 

※割合は小項目と指標それぞれで算出 

 

 

 

■評価理由 

指標のうち８項目についてはＡ評価（年度計画を上回って実施している）、すべての

小項目及び指標のうち１項目についてはＢ評価（年度計画を計画どおりに実施してい

る）、指標のうち１項目についてはＣ評価（年度計画をやや遅れて実施している/実施が
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不十分）が妥当であり、中期計画の達成に向けおおむね順調に進捗していると認められ

る。 

 

■特記すべき事項 

・新型コロナウイルス感染症の影響により企業訪問等の制限があったにも関わらず、地

域連携センターに相談が一定程度寄せられていることは、大学の活動に対する認知

度の上昇によるものと思われ、評価できる（相談件数１５件）。 

・「高齢者の視点からみた開封性の高い食品パッケージの検討」や「スマート農園向け

ICT 基盤技術確立に向けた研究開発」など、地域における研究・教育活動を積極的に

行い、千歳市の地域産業の振興に向けて取り組んでいることは評価できる。 

 

■今後期待される事項 

・新型コロナ感染症収束後、市内高等教育機関で構成される高等教育連携ネットワーク

における今後の取組、学生間交流などにより、学生の活動の幅が広がることを期待す

る。 

・中期計画の指標の一つ「セミナー、展示等の開催実績を年２回以上とする」の実現に

向け、具体的取組を開始することに期待する。 

・地域貢献事業については、ホームページへの掲載や各種会議での紹介に加え、各種情

報発信を駆使し、地域連携センターの活動を始めとする各種事業が、広く市民に認知

され浸透することを期待する。 
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「４ 国際交流に関する目標を達成するための措置」 

 

■評価結果 

評価 
定義 

【判断の目安】 

Ａ 
中期計画の達成に向け順調に進捗している。 

【小項目別評価及び指標評価：すべてＡ又はＢ】 

 

■小項目別評価結果 

（単位：件（割合）） 

評価 
Ａ 

上回る 
Ｂ 

計画どおり 
Ｃ 

やや遅れ/不十分 
Ｄ 

下回る/未実施 

項目 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 

評価結果 0 0 4(100%) 2(100%) 0 0 0 0 

※参考 

法人評価 
0 0 4(100%) 2(100%) 0 0 0 0 

※割合は小項目と指標それぞれで算出 

 

 

 

■評価理由 

すべての小項目及び指標について、Ｂ評価（年度計画を計画どおりに実施している）

が妥当であり、中期計画の達成に向け順調に進捗していると認められる。 
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■特記すべき事項 

・新たな海外大学との提携のため、シドニー工科大学及びチュラロンコン大学との国際

交流協定締結に向け具体的な取組を行っていることは評価できる。 

 

■今後期待される事項 

・国際社会の発展に貢献するグローバルな視野を持った人材の育成と、大学の教育研究

力の向上には、海外大学との連携強化が重要である。海外大学から高い関心と評価を

得られるよう各教員が教育研究力を高める取組を行うことにより、連携強化が進み、

大学の国際化が進展することを期待する。 
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「５ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置」 

 

■評価結果 

評価 
定義 

【判断の目安】 

Ａ 
中期計画の達成に向け順調に進捗している。 

【小項目別評価及び指標評価：すべてＡ又はＢ】 

 

■小項目別評価結果 

（単位：件（割合）） 

評価 
Ａ 

上回る 
Ｂ 

計画どおり 
Ｃ 

やや遅れ/不十分 
Ｄ 

下回る/未実施 

項目 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 

評価結果 0 4(100%) 17(100%) 0 0 0 0 0 

※参考 

法人評価 
0 4(100%) 17(100%) 0 0 0 0 0 

※割合は小項目と指標それぞれで算出 

 

 

 

■評価理由 

指標についてはすべてＡ評価（年度計画を上回って実施している）、小項目について

はすべてＢ評価（年度計画を計画どおりに実施している）が妥当であり、中期計画の達

成に向け順調に進捗していると認められる。 
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■特記すべき事項 

・各種研修会が、新型コロナウイルス感染症の影響によりオンライン型で開催された機

会を捉え、当初予定以上の研修会参加の機会を設けたことは、法人の業務運営の改善

につながる取組として評価できる（「ＳＤ研修：目標２回、実績６回」「学外研修：目

標２回、実績４回」）。 
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「６ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置」 

 

■評価結果 

評価 
定義 

【判断の目安】 

Ｂ 

 

中期計画の達成に向けおおむね順調に進捗している。 

【小項目別評価及び指標評価のＡ又はＢの割合：それぞれ９割以

上】 

 

■小項目別評価結果 

（単位：件（割合）） 

評価 
Ａ 

上回る 
Ｂ 

計画どおり 
Ｃ 

やや遅れ/不十分 
Ｄ 

下回る/未実施 

項目 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 

評価結果 0 3(75%) 10(100%) 0 0 1(25%) 0 0 

※参考 

法人評価 
0 3(75%) 10(100%) 0 0 1(25%) 0 0 

※割合は小項目と指標それぞれで算出 

 

 

 

■評価理由 

指標のうち３項目についてはＡ評価（年度計画を上回って実施している）、小項目に

ついてはすべてＢ評価（年度計画を計画どおりに実施している）、指標のうち１項目に

ついてはＣ評価（年度計画をやや遅れて実施している/実施が不十分）、が妥当である。 
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「自己収入の確保に関する目標」達成のために掲げた、奨学寄附金を８件以上にする

という指標が達成されなかったが、受託・共同研究が、令和元年度実績１２件に対し令

和２年度２０件と増加するなど、自己収入の確保に係る取組は着実に行われている。ま

た、「経費節減に関する目標」についても、コピー機のリース契約の見直しや電気契約

の複数年化の決定など、具体的な取組を行っている。このことから、指標の１つがＣ評

価であるが、各取組状況を踏まえ、総合的な判断としてＢ評価を妥当とする。 

 

■特記すべき事項 

・外部資金の獲得推進に向けた研修会を実施し、専門教育担当教員の科学研究費助成事

業の応募申請率が令和元年度５０％に対し令和２年度６５．５％に上昇したことは

評価できる。 

・寄附金収入の増額に向け、ホームページに案内を掲載したことは評価できる。 

・教職員全員に予算資料を配布し、予算の仕組みについて説明を行うなど、組織全体の

コスト意識の醸成に努め、「最小の経費で最大の効果を上げる」という基本的な認識

の浸透を図っていることは評価できる。 

・コピー機のリース契約の見直し、電気契約の複数年化の決定など、経費節減のための

具体的な取組を進めていることは評価できる。 

 

■今後期待される事項 

・科学研究費助成事業など外部の研究資金獲得に向け、今後も研修会の開催など具体

的な取組を継続し、中期計画の目標である専門教育担当教員の科学研究費助成事業

応募申請率１００％を実現していただきたい。 

・外部資金の獲得については、指標が件数となっているが、より明確な指標として、金

額目標を掲げることを今後検討していただきたい。 

・ホームページにおける寄附の呼びかけについて、トップページにリンクを張るなど、

情報へのアクセスのしやすさを工夫し、教育研究活動の充実のための寄附金の確保

につなげていただきたい。 
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「７ 自己点検、評価及び情報公開に関する目標を達成するための措置」 

 

■評価結果 

評価 
定義 

【判断の目安】 

Ａ 
中期計画の達成に向け順調に進捗している。 

【小項目別評価及び指標評価：すべてＡ又はＢ】 

 

■小項目別評価結果 

（単位：件（割合）） 

評価 
Ａ 

上回る 
Ｂ 

計画どおり 
Ｃ 

やや遅れ/不十分 
Ｄ 

下回る/未実施 

項目 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 

評価結果 0 2(100%) 5(100%) 0 0 0 0 0 

※参考 

法人評価 
0 2(100%) 5(100%) 0 0 0 0 0 

※割合は小項目と指標それぞれで算出 

 

 

 

■評価理由 

指標についてはすべてＡ評価（年度計画を上回って実施している）、小項目について

はすべてＢ評価（年度計画を計画どおりに実施している）が妥当であり、中期計画の達

成に向け順調に進捗していると認められる。 
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■特記すべき事項 

・進学雑誌、進学 Web サイトへの広告掲載のほか、受験者の多い札幌市のＪＲ札幌駅

地下ピラービジョンへの看板広告掲載など、費用対効果を考えながら各種媒体を活

用し広報活動を行っていることは評価できる。 

・法人が発信したい情報について、報道機関に積極的にプレスリリースし、令和元年度

２０件に対し、令和２年度２５件の実績とした姿勢は評価できる。 

 

■今後期待される事項 

・大学の教育研究活動や地域貢献活動について、ホームページへの掲載のみならず、各

種情報発信方法を検討し、より大学の取組が広く市民に浸透することを期待する。 
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「８ その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置」 

 

■評価結果 

評価 
定義 

【判断の目安】 

Ａ 
中期計画の達成に向け順調に進捗している。 

【小項目別評価及び指標評価：すべてＡ又はＢ】 

 

■小項目別評価結果 

（単位：件（割合）） 

評価 
Ａ 

上回る 
Ｂ 

計画どおり 
Ｃ 

やや遅れ/不十分 
Ｄ 

下回る/未実施 

項目 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 小項目 指標 

評価結果 2(18%) 2(29%) 9(82%) 5(71%) 0 0 0 0 

※参考 

法人評価 
2(18%) 2(29%) 9(82%) 5(71%) 0 0 0 0 

※割合は小項目と指標それぞれで算出 

 

 

 

■評価理由 

小項目のうち２項目及び指標のうち２項目についてはＡ評価（年度計画を上回って

実施している）、小項目のうち９項目及び指標のうち５項目についてはＢ評価（年度計

画を計画どおりに実施している）が妥当であり、中期計画の達成に向け順調に進捗して

いると認められる。 
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■特記すべき事項 

・新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、大学における新型コロナウイルス感染拡大

防止のための行動指針を作成し、ホームページやポータルサイトで周知することに

より、全学的な感染防止を図ったことは評価できる。 

 

■今後期待される事項 

・近年全国的に大規模な自然災害が頻発しており、危機管理体制の強化の重要性が増し

ていることから、策定に着手した防災計画、マニュアルの整備を早期に行い、非常時

に備える必要がある。 
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５ 千歳市公立大学法人評価委員会 委員名簿 

 

氏名 役職等 

佐伯  浩 一般社団法人寒地港湾空港技術研究センター代表理事会長 

小川 恭孝 北海道大学名誉教授 

福村 景範 元株式会社ダイナックス代表取締役社長 

森木 博之 キリンビール株式会社北海道千歳工場長 

千葉 崇晶 公認会計士・税理士 

  任期：令和４年８月３日まで 
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公立大学法人公立千歳科学技術大学の業務実績評価方針 

 

 この評価方針は、千歳市公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）が、

公立大学法人公立千歳科学技術大学（以下「法人」という。）の業務実績の評価を実施

するにあたっての基本方針及び評価の方法等について定めるものとする。 

 

１ 評価の目的 

  法人運営の質的向上を促進することを目的とする。 

 

２ 基本方針 

（１） 評価は、大学における教育研究の特性に配慮して行うものとする。 

（２） 評価は、法人の自己点検・評価に基づいて行うことを基本とする。 

（３） 評価は、書面調査、ヒアリング及び現地視察を通じて行うものとする。 

（４） 評価は、中期目標の達成に向けた中期計画又は年度計画の実施状況を確認す

る観点から行うものとする。 

（５） 法人運営の継続的な改善・質的向上に資する評価を行う。 

 

３ 評価方法 

（１） 評価委員会は、法人の自己点検・評価に基づき、地方独立行政法人法（平成

１５年法律第１１８号。以下「法」という。）第７８条の２第１項に規定する

次の評価を行う。 

ア 各事業年度における業務の実績に関する評価（以下「年度評価」という。） 

イ 中期目標期間４年目終了時に行う、中期目標期間終了時に見込まれる中期目

標期間における業務の実績に関する評価（以下「４年目終了時評価」という。） 

ウ 中期目標期間終了時に行う、中期目標期間における業務の実績に関する評価

（以下「６年目終了時評価」という。） 

（２） 法第７９条の規定に基づき、４年目終了時評価及び６年目終了時評価を行う

に当たっては、認証評価機関の評価を踏まえることとする。 

（３） 評価は、「項目別評価」及び「全体評価」により行う。 

ア 項目別評価 

中期目標・中期計画に定められた各項目の進捗状況又は達成状況を確認し、

評価を行う。 

イ 全体評価 

項目別評価の結果を踏まえ、法人の中期目標・中期計画の進捗状況又は達成

状況の全体について総合的に評価を行う。 

（４） 評価の透明性・正確性を確保するために、評価結果を決定する前にその結果
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を法人に示し、意見の申立ての機会を設ける。 

 

４ 法人において留意すべき事項 

 業務実績評価は、法人から提出される業務実績報告書を基に行うものであり、また、

評価結果は広く市民に公表されるものであることから、法人は業務実績報告書の作成

に当たっては、専門用語には用語説明を添えるなど、分かりやすい記述に努めるもの

とする。 
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公立大学法人公立千歳科学技術大学の年度評価実施要領 

 

 この要領は、千歳市公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）の公立

大学法人公立千歳科学技術大学（以下「法人」という。）の各事業年度における業務実

績評価（以下「年度評価」という。）の実施に関し、「公立大学法人公立千歳科学技術大

学の業務実績評価方針」に基づき、必要な事項を定めるものとする。 

 

１ 評価方法 

 年度評価は、法人が提出する業務実績報告書を基に行うものとし、法人は、当該報

告書に自己点検・自己評価結果を記載するものとする。評価委員会は、当該報告書及

び法人への聴取、現地視察により業務実績の検証、評価を行う。 

なお、法人は業務実績報告書を提出する際、評価の参考となる資料等を必要に応じ

て添付するものとする。 

 

２ 法人による自己点検・評価  

(１) 小項目別評価  

法人は、年度計画の記載項目（小項目）及び指標ごとに、当該事業年度の業務

の実績を明らかにするとともに、以下の４段階により自己評価する。 

 

評価 定義 

Ａ 年度計画を上回って実施している 

Ｂ 年度計画を計画どおりに実施している 

Ｃ 年度計画をやや遅れて実施している/実施が不十分 

Ｄ 年度計画を大幅に下回っている/実施していない 

 

(２) 大項目別評価 

法人は、小項目別評価の結果を踏まえ、中期計画の次の事項（以下「大項目」

という。）ごとに、当該事業年度における中期計画の進捗状況について、記述式に

より自己評価する。 

① 教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

② 地域社会等との連携・協力に関する目標を達成するための措置 

③ 国際交流に関する目標を達成するための措置 

④ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

⑤ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

⑥ 自己点検、評価及び情報公開に関する目標を達成するための措置 
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⑦ その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置 

 

(３) 全体評価 

法人は、大項目別評価の結果を踏まえ、当該事業年度における業務実績の全体

について、記述式により総合的な自己評価を行う。 

 

３ 評価委員会による評価  

(１) 調査・分析 

評価委員会は、法人から提出された業務実績報告書その他の資料確認、及び

法人への聴取等により、法人による自己点検及び自己評価の妥当性の検証を行

い、当該事業年度における中期計画の実施状況の調査・分析を行う。 

 

(２) 項目別評価  

評価委員会は、調査・分析の結果を踏まえ、大項目ごとに中期計画の達成に向

けた業務の進捗状況を勘案し、次の５段階により評価するとともに、その評価

理由を明らかにする。 

 

評価 定義 判断の目安 

Ｓ 

中期計画の達成に向け特筆すべ

き進捗状況である。 

小項目別評価及び指標評価がすべ

てＡ又はＢであり、かつ、業務の進

捗状況や業務実績の内容に特筆す

べき進捗や取組があると評価委員

会が特に認める場合 

Ａ 

中期計画の達成に向け順調に進

捗している。 

小項目別評価及び指標評価：すべて

Ａ又はＢ  

Ｂ 

中期計画の達成に向けおおむね

順調に進捗している。 

小項目別評価及び指標評価のＡ又

はＢの割合：それぞれ９割以上 

Ｃ 

中期計画の達成のためには進捗

がやや遅れている。 

小項目別評価又は指標評価のＡ又

はＢの割合：９割未満 

Ｄ 

中期計画の達成のためには進捗

が著しく遅れており、重大な改

善事項がある。 

中期計画の達成のためには重大な

改善事項があると、評価委員会が特

に認める場合 
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  (３) 全体評価  

評価委員会は、項目別評価の結果を踏まえ、当該事業年度における業務実績

の全体について、次の５段階により評価するとともに、当該事業年度における

業務実績の全体について、記述式により総合的な評価を行う。また、必要がある

場合は、法人に対する業務運営の改善その他の勧告事項を記載する。 

 

評価 定義 

Ｓ 中期計画の達成に向け特筆すべき進捗状況である。 

Ａ 中期計画の達成に向け順調に進捗している 

Ｂ 中期計画の達成に向けおおむね順調に進捗している。 

Ｃ 中期計画の達成のためには進捗がやや遅れている。 

Ｄ 
中期計画の達成のためには進捗が著しく遅れており、重大な改善事項

がある。 

 

 


